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発表演題名 福井県における日常食中の汚染物質摂取量調査 

学会名 第４１回 北陸公衆衛生学会 
発表者名 中村 雅子 （保健衛生部） 

開催場所 富山県民会館 

開催日時 平成 ２５年１１月１８日（月） 

発表内容 平成 22年度から 24年度まで、県内で流通する食品を対象として日常

食を介した汚染物質摂取量の推定を行った。 

農薬類は、不検出か、またはごく微量の検出であった。PCB はいずれ

の年度においてもⅩ群（魚介類）でのみ検出されたが、暫定 ADIおよび

WHOの評価基準に比較して低値であった。 

鉛の摂取量は暫定週間耐容摂取量(PTWI)の 7～12％、カドミウムは 31

～53％、水銀は 12～23％であった。ヒ素は、Ⅷ群（野菜・海草）とⅩ

群（魚介類）からの検出が大部分を占め、仮に検出値のすべてを無機ヒ

素とすると、PTWI の 2.4～4.8 倍となった。カドミウムはⅠ群（米）が最

も高く、PTWI の 31～53％であった。水銀はⅩ群（魚介類）とⅠ群（米）か

らの検出が大部分を占め、PTWI の 12～23％であった。 

銅、マンガン、亜鉛はすべての食品群に検出され、「日本人の食事摂取基

準（2010 年版）」と比較すると、銅およびマンガンは推奨量または目安量

とほぼ同程度であったが、亜鉛は推奨量を下回っていた。 

 

 


